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Abstract: 
 In the context of classroom skills in teacher-training, two of the most important skills for students are 
divided into those of instructional design and the expansion of classroom expertise, which are based on 
instructional design logic theory. The focus of this paper, however, is on the study of teaching materials that 
contribute to instructional design skills, and its concrete effectiveness in practical application within 
Mathematics Teaching Materials as part of the taught teacher-training curriculum. In this course, the 
teacher-students begin to understand the difficulties pertaining to the study of compulsory basic teaching 
materials from their students’ perspective at an emotional level, and subsequently utilize this knowledge to 
make original lesson plans. The results from the surveys administered at the end of the course clearly 
indicate that, if lesson plans are designed by the teacher-students and experienced in the framework of 
demonstration classes, they can gain valuable teaching resources in how to cope with actual teaching 
situations they may encounter in their junior high school classrooms. 
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要旨: 
   著者らは、教員を目指す学生の「授業力」を形成し向上させるための方策を、「授業をデザインする力」と「授    
  業を展開する力」に分け、インストラクショナルデザイン理論に基づいて検討してきた。本稿では「授業をデザ  
  インする力」に大きく寄与する「教材研究」に焦点をあて、その効果的な「教材研究」のあり方について、本学 
  における講義「数学科教材研究１」での授業実践を具体的に示し、考察した。授業では、履修学生が「教材研究」 
  の必要性を実感することに始まり、教材研究（目標の設計、評価の設計、教材の設計）の基本的なスキルを理解   
  し、簡略な学習指導案、板書計画づくりにおいて活用できるようになった。事後アンケートにより「複数の教科 
  書を比べて、生徒の実態に合った指導法を工夫すること」等が今後の課題として残された。 
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１ はじめに 
 
1.1 教員養成課程に求められる「授業をデザインする
力」 
大学の教員養成課程において、社会から期待され
るものの１つに、授業力の形成および向上がある。
著者らは、先に、授業力を「授業をデザインする力」
と「授業を展開する力」に分けて考察し、これらの
力を養成するために大学の講義・演習で扱う「模擬
授業」の効果的な実施法について提案した１）。そこ
で主張したように「授業をデザインする力」の形成
と向上のためには、「教材研究」ができるようになる
ことが欠かせない。その効果的な「教材研究」のあ
り方を、本学における「数学科教材研究１」「同２」
（３年次または４年次前期・後期配当科目飯島担当）
で模索しつつ、授業実践を行っている。本論では、
これらの授業実践の結果をもとに考察する。 
なお、本論は著者らの中学校の教育現場での教職
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経験・教育委員会や大学等での教師教育経験・教員
養成経験から得た知見と、教育工学におけるインス
トラクショナルデザイン理論２）に基づいて議論を展
開するものである。 
 
1.2 「授業をデザインする力」とは－インストラクショナ
ルデザイン理論から 
 インストラクショナルデザイン（ID；Instructional 
Design、以下 ID と略記）とは、研修の効果と効率と
魅力を高めるためのシステム的なアプローチに関す
る方法論である２）。ID プロセスは、「ADDIE モデル」
すなわち Analysis 分析 Design 設計 Development
開発 Implement 実施 Evaluation 評価を循環させ、
改善していくという、システム的なアプローチとし
て展開されている３）。 
飯島・岡田（2016）は、「授業をデザインする力」
とは、授業を準備するのに必要な力であり、学習指
導案という授業の設計図をつくるのに必要な力のこ
とと定義し、「授業をデザインする力」の 3要素を次
ように捉えている１）４）。 
①「目標の設計ができる力（目標を明確にする力）」 
②「評価の設計ができる力（学習を評価する力）」 
③教材及び指導法の設計ができる力（授業の作戦を
練る力）」である。 
 ここでいう③「教材及び指導法の設計」とは、「何
（教材）を用いて、どのように指導するか（指導法）
を明確にする」という意味である。 
 
1.3 「教材研究」とは 
 「教材研究」とは、授業づくりにおいて、教科書
や指導書、関連する資料などを読み込んで教材に対
する理解を深めたり、視野を広げたり、教材の価値
判断などを行うことである５）。飯島・岡田（2016）
は、「教材研究」の詳細を示した１）。この「教材研究」
の浅深が、「授業力」の幅と奥行きを生み出すものに
なる。 
 先述した「授業をデザインする力」の３要素のう
ち、①「目標の設計」および②「評価の設計」は、
主に教材に対する理解を深めることで可能となるの
に対して、③「教材及び指導法の設計」は、複数の
教科書を参照することや自作問題の作成等を通して
教材に対する理解を深めたり、視野を広げたり、ど
の教材が生徒の実態に適しているかという教材の価
値判断を行ったりすることで初めて可能となる。 
③「教材及び指導法の設計」は、「教材の設計」と
「指導法の設計」の２つがあるが、これを大学にお
ける教員養成課程のカリキュラムのなかで扱う科目
としてあてはめると、「数学科教材研究 1」は、主に
「教材の設計」に焦点を当て、「数学科教育法」では
「指導法の設計」を扱うのが妥当であろうと考えた。 
 
２ 目的 
  
 教員養成課程において学生の「授業力」の形成と
向上のための方策を検討するにあたり、「授業力」を
「授業をデザインする力」と「授業を展開する力」
の２つに分ける。 
 本稿では学生の「授業をデザインする力」の形成、
向上をめざし、特に「教材研究」ができるようにな
ることを目的として行った、大学の講義・演習「数
学科教材研究１」の教育実践を紹介、検討すること
を通じて、効果的な「教材研究」のあり方を提案す
るものである。 
なお、論じるにあたっては、長年にわたる教師経
験・現役教員への指導経験・大学生への指導経験で
得た事柄を軸とし、ID 理論に準拠して行う。 
 
３ 授業実践の概要 
  
3.1 実践事例の概要（湘南工科大学シラバス 2017）６） 
1)講義名：「数学科教材研究１」（授業担当者、飯島） 
2)開講時期：2017 年 4 月～8 月  
3)授業回数：全 16 回 
4)受講対象者：全 15 名（男子 13 名・女子 2名、 
 ３年次 6名・4年次 9名） 
5)授業の目的と進め方： 
 数学科教材研究１では、１単位時間（５０分）の
教科書の学習内容について、①教材に適した発問・
指示づくりができること、②教科書の内容を補って
指導したり、学習の順序をかえて指導したりするな
ど生徒の実態にあった組み立てができること、③教
科書の内容をいくつかのまとまりに分けてスモール
ステップで指導することができること、④補助的な
教材教具を作成できることを目的とする。 
 授業の進め方は、中学・高等学校の主に 1 年生が
学習する数学の内容について、①複数の教科書を比
較検討してそれぞれの違いや特徴について説明でき
ること、②指導に適した教材の組み立てができるこ
と、③学習指導案の形式にまとめることができるこ
と等について演習形式で行う。また、作成した学習
指導案を使って２回程度の模擬授業を行う。 
 中学・高等学校数学教員免許取得の必修科目であ
り，16 回の多くを受講者がアクティブ・ラーニング
できるよう実践的な演習形式で行う。また、受講者
による相互評価・相互批評を行い、受講者の向上的
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変容に資する。 
6)教科書・参考書： 
・東京書籍『新編 新しい数学１』（以後、教科書ア
と記載） 
・教育出版『中学 数学１』（以後、教科書イと記載) 
・啓林館『未来へひろがる 数学１』（以後、教科書
ウと記載） 
・数研出版『新高校の数学Ⅰ』『最新数学Ⅰ』『高等
学校数学Ⅰ』 
・中学校・高等学校学習指導要領数学科 
 
3.2 授業実践における学修内容の流れ 
①「目標の設計」 
教材研究のはじめは、教材を通して、「生徒にどの
ような力を付けたいか」を明確にすることである。
つまり、目標の設計を行うことである。 
 具体的には、1 単位時間（50 分）の授業では、お
おむね教科書 2 ページ分の内容を指導することにな
る。2ページ分の教材の理解を深めることによって、
目標の設計（目標を明確にすること）ができる。そ
して目標を評価可能で測定可能な言葉（観察可能な
行動）で表現する。ここでの要点は、拙論１）に詳述
したので参考にしてほしい。 
②「評価の設計」 
 ここでいう評価とは、形成的評価のことである。
形成的評価とは教育活動の途上でその活動が初期の
目的（授業の目標）を達成しつつあるかどうか、ど
のような点で活動計画（学習指導案）の修正が必要
であるかを知るために行われる評価活動のことであ
る。 
授業の中での評価は、授業の目標が達成できたか
どうかを測定し、達成できていない場合は、生徒の
状況に合わせて、教師が自らの授業を修正するため
に必要な評価活動のことである。生徒にＡ、Ｂ、Ｃ
の評定をつけることを目的としているのではなく、
評価Ｃの生徒をＢ評価にすべく、授業の計画を修正
していく教師の主体的、創造的な活動を支える評価
活動のことである。特に、Ｃ評価の生徒を授業の中
でどのように指導していくかという手立てを、事前
に考えておくことが大切である。 
③「教材の設計」 
 ①「目標の設計」、②「評価の設計」をふまえて、
次節の「教材の設計」を行う。 
 
４ 「教材の設計」の授業実践 
 
4.1 履修学生が「教材研究」の必要性を実感する 
4.1.1 「教材研究」とは何をすることか？ 
 履修学生に、「教材研究とは、どのようなことをす
ることか？」と問うても、回答がすぐには返ってこ
ない。現職の教師でも答えられる人は少ないだろう。
「例えば、どのようなことをすることが教材研究と
言えるだろうか？」と問えば少しは答が返ってくる。 
このように教材研究の方法は、様々であり、確立し
ているとは言えない現状がある。であるから、どれ
だけ教材研究の方法を知っているか、教材研究の具
体的なやり方のポケットをどれだけ持っているかが
教材研究の質を決定するといっても過言ではない。
このような状況を踏まえると、教材研究の具体例を
１つ１つ例示することによってのみ、学生は教材研
究のやり方を体験的に理解していくようになると考
える。 
4.1.2 ザッと読めば理解できるという思い込み 
 履修学生は、「中学校あるいは高等学校の教科書の
内容はザッと読めば理解できる」と思っている。学
習内容については確かに一通りの知識は持っている。
しかし、教科書を読む目的は、２ページ程の内容を
１単位時間（50 分）で、生徒にどのような力を付け
るのか、どのように教えるのか、生徒がつまずきや
すい箇所はどこか、そこをどう指導するか等を考え
ながら熟読することである。教科書の中に挿入され
ているキャラクターが発する吹き出しの短い言葉も
丁寧に一つひとつ読むことである。キャラクターが
発する言葉は短いが、学習のポイントがズバリと書
かれていることに気づくだろう。それを授業の中で
どのように活用するかが重要である。そして、自分
の教材研究のノートに、教科書の例題を写し、生徒
が解く問題を、事前に、すべて自分でノートに解い
てみることである。こうした作業を通して、生徒が
難しいと感じる箇所や間違いやすい問題に気づくこ
とができる。こういうことが、教材研究をするとい
うことである。 
4.1.3 教科書通りに教えればよいという思い込み 
 自分が「知っていること・できること」でも、生
徒に「分かるように教えること」は難しい。履修学
生は教科書通りに教えれば、生徒は理解すると単純
に思いこんでいる。教えた経験がないので無理はな
いが、教科書は、教師が「工夫して」指導すること
で、生徒が理解できるように作られている。教師の
指導がなければ教科書の内容を理解することは難し
い。 
 このことが理解できて、はじめて教材研究の大切
さが分かる。模擬授業をさせてみて、指導すること
の難しさが、身にしみて実感できる。だから、学生
が実際に模擬授業を行うことが大切なのである。事
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前の教材研究の善し悪しが、模擬授業でそのまま表
れる。「手抜きは許されない。授業とは恐ろしいもの
である。」と実感できて、はじめて学生は教材研究と
真剣に向き合うことができるようになる。 
 
4.2 複数の教科書の比較の実際 
4.2.1 複数の教科書の比較をする理由 
 実践事例では、本学近郊の自治体で採用される頻
度の高い、教科書ア・教科書イ・教科書ウを使用し、
比較検討を行った。複数の教科書を使用した理由は、
単一の教科書だけでは、教材に対する理解を深める
ことはできても、教材に対する視野を広げたり教材
の価値判断を行ったりすることは難しいからであ
る。複数の教科書を比較検討することによって、教
材の扱い方が教科書によって異なっていることがわ
かるので、教材に対する理解を深めたり視野を広げ
たり、教材の価値判断を行ったりするのに効果があ
ると考えた。同一単元であっても単元はじめの課題
（問題）、例題の記述の仕方、載せている練習問題の
難易度等について、教科書によって違いがあること
を、学生に理解させる必要がある。比較することに
よって、同じような教材でも扱い方や教え方が教科
書によって異なっていることが理解できる。そして、
教材研究は、複数の教科書教材の比較検討から入る
と、何をすればよいかが明確なので、理解しやすい。 
4.2.2 複数の教科書の比較の実際 
 複数の教科書を用いた教材研究の具体例を次に示
す。ここでは単元の導入にあたる例題を比較する。 
① 題材：中学数学 1年、式の値 
②学習の目標：「式のなかの文字を数におきかえるこ
とを、文字にその数を『代入する』といい、代入し
て計算した結果を『式の値』という。」 
③教科書ア・教科書イ・教科書ウの３種類の教科書
に載っている教材について、比較検討する。 
ａ）教科書ア 
資料１ ２章「文字と式」３節「代入と式の値」６０頁の教材 
Q 棒をつなげて正方形を x 個つくるとき、必要な棒の本数は
（1＋3x）本と表されます。 
正方形を 30 個つくるとき、棒は何本必要でしょうか。（教
科書の図は省略する） 
 上の Q では、1＋3x の x の代わりに 30 を入れて、計算すれ
ばよい。 
ｂ）教科書イ 
資料２ ２章「文字と式」５節「式の値」６８頁の教材 
ｃ）教科書ウ 
資料３ ２章「文字の式」３節「式の値」６２頁の教材 
平地の気温が a℃のとき、平地から 3Ｋｍ上空の気温は、 
a－18（℃）であることが知られています。平地の気温が 28℃
とき、3Ｋｍ上空の気温は何℃でしょうか。 
式 a－18 
で、a に 28 をあてはめると、 
28－18＝10 
 
ｄ）共通点と相違点 
教科書によって教材はさまざまであるが、共通し
ていることは、教材が他教科との関連（この場合は
理科）あるいは日常生活で体験する具体的事象を扱
っていることである。一見してわかるように、教科
書アと教科書ウの教材は課題形式であるのに対して、
教科書イの教材は説明文になっている。また、課題
の難易度にも違いがある。 
ｅ）生徒の実態に応じた教材の選択 
 どの教材を使って授業するかは、生徒の学習の状
況や学力の程度など、生徒の実態を踏まえて教師が
選択することが必要であり、このような意味で複数
の教科書を比較検討することは、教材研究にとって
不可欠である。どの教科書の教材を選ぶかを履修学
生に比較検討させるとともに、自作教材に置き換え
ての指導も可能であることに気づかせることが大切
である。 
 
4.3 教科書教材（「導入」にあたる例題）をよりシンプル
にした自作教材づくり 
次の段階として、教科書教材を直接扱うのではな
く、「代入」「式の値」という用語を理解させるとい
う目標が達成できて、しかも、教科書教材より易し
く、教科書教材よりシンプルな「自作教材」づくり
の指導をする。 
このような教材研究は、学力の低い生徒に対する
指導の手立てとして必要不可欠なことである。ここ
では、「買い物」に関する教材について、買い物は日
常生活で生徒が体験していることなので、理解しや
すい教材であることを指摘するとよい。 
このようにすると、次のような、より易しくより
シンプルな教材を、学生は作ることができるように
なる。 
 
資料４ 自作教材の例１ 
１本 200 円のボールペンを、ｘ本買ったときの代金を求めな
さい。 
また、ボールペンを 3 本買ったときの代金はいくらか。 
 
さらに、他教科との関連や日常生活との関連にこ
空気中を伝わる音の速さは、その時の気温によって異な
る。気温がｘ℃のとき、音が空気中を伝わる速さは、ほぼ 
秒速（331＋0.6ｘ）ｍで表されることが知られている。 
 気温が 20℃のとき、音が伝わる速さを求めるには、文字
ｘを 20 に置きかえて計算するとよい。 
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だわらなければ、次のような教材を自作することも
できる。 
資料５ 自作教材の例２ 
式 5ｘ＋3  
で、式のなかの文字ｘを数 4 におきかえることを、文字にそ
の数を「代入する」という。 
上の式で、ｘを 4 におきかえて、計算すると 
  5×4＋3＝23 
代入して計算した結果 23 を「式の値」という。 
 
このようなことを通して、教科書の教材は、授業
の目標さえしっかりと押さえておけば、他の教科書
の教材に差し替えてもよいし、自作することも可能
であることを学生に学ばせることができる。 
 
4.4 例題と練習問題をつなぐ自作教材づくりの実際 
4.4.1 教材研究をする授業場面の設定について 
教科書の例題とそれに続く問題をセットにした、
授業の展開の場面（15～20 分程度）の教材研究につ
いて指導した。場面設定としては、教師が授業のは
じめに、例題を使って問題の解き方を説明し、続い
て生徒に例題と同じような問題を解かせて練習をさ
せるというものである。 
15～20 分の教材研究にした理由は、①はじめから
50 分の教材研究をすることは難しく、学生の負担が
大きいこと、②１単位時間（50 分）の授業を、いく
つかのスモールステップに分けて授業を組み立てる
ことは、学校現場では日常的に行われていることで
あり、授業の一部分を取り出して模擬授業を行うの
は理に適っているからである。 
4.4.2 例題と練習問題をつなぐ自作教材づくりの実際 
数学の教科書は、例題と問題がセットになって構
成されているが、例題の指導をした後に、「例題と同
じように次の問題を解きなさい」と指示しても、例
題の指導だけでは、解くことが難しい問題もなかに
は存在している。既習事項を活用しないと解けない
ような問題があるので、既習事項を忘れてしまった
生徒はそこで、手が止まってしまう。したがって生
徒の手が止まりそうな問題を、事前に、教材研究に
よって見つけ出し、既習事項の復習のための「補充
の例題（自作問題）」をつくっておくことが必要とな
る。 
講義・演習においては、正の数、負の数の計算問
題の例を挙げ、分数の計算や累乗の計算が出てくる
場合には、それらに対応する補充問題をあらかじめ
つくっておき、教科書の問題よりも多めに計算練習
をさせることで習熟が図れることを指導した上で、
自作問題づくりの課題を与えた。 
資料６ 学生に与えた課題１ 
教科書イ 43 ページ「例題 5」を指導した後に、生徒に「た
しかめ 6」をノートに計算させるとします。「たしかめ 6」を
やらせる前に、＜自作問題＞をつくって、例題として指導す
るとしたら、どのような＜自作問題＞をつくりますか。 
 適切と考えられる＜自作問題＞をつくり、なぜその問題に
したか理由を述べなさい。 
 
課題１に対して履修学生は全員、たしかめ６の
（２）の問題に着目して、自作問題を作成した。履
修学生がつくった自作問題の一部を以下に示す。 
 
資料７ 課題１に対する履修学生の自作問題例 
①（ー３）２    ②（ー４）２÷８ 
③１２÷３÷４  ④（ー２）２÷３÷（ー３） 
 
資料８ 履修学生の自作問題例への担当教員の解説 
 
ここで、部分学習法（分習法）について指導した。 
たしかめ６の（２）に注目したところは良いが、（２）
で大切なことが２つあること、それを部分学習法（分
習法）で指導すると、上記の自作問題よりも易しく
て、しかもエッセンシャルな自作問題をつくること
ができると説明した。 
 １つ目は、履修学生の自作問題①のような累乗の
計算の復習をすること、もう１つは、整数の逆数の
復習をすることである。たとえば、２／３（分数）
の逆数が言える生徒でも、３（整数）の逆数が言え
ないということがあるからである。 
 学生に部分学習法（分習法）について指導すると、
教材の細部に注目できるようになり、教材の設計の
力を向上させることができる。 
 この指導は、生徒の学習の状況や学力の程度を教
師が把握していて、教科書のレベルに達していない
＜教科書イ中学数学 1 年 43 ページ＞ 
例題５ 次の計算をしなさい。 
（１）５÷（ー２／３）×８     
（２）（ー１２）×（ー６）÷４／３ 
考え方 乗法だけの式に直して計算する。 
たしかめ６ 
（１）（ー４）÷（ー６／５）×（ー１８）  
（２）（－２）２÷８÷（ー１０） 
①は累乗の計算練習の問題で適切である。④は整数の逆数
について復習する問題で適切である。②、③については、こ
の履修学生は易しい問題をつくったつもりだろうが、乗法の
式に直さなくても割り算のままで計算ができるので不適切で
ある。 
 特に、①は大変よく考えられている。これは部分学習法（分
習法）を用いて問題をつくっているからである。 
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生徒が少なからずいる教室での指導という前提で行
ったものである。したがって、この程度の問題なら
ば、教科書通りの指導でよい場合の方が多いだろう。   
しかしここでは、自作問題のつくり方を部分学習
法（分習法）の指導を通して、説明し、教材研究の
スキルを高めることを目的として、自作問題づくり
の指導を行った。 
 
4.5 単元はじめの文章題をシンプルにした自作教材づ
くりの実際 
4.5.1 単元はじめの文章問題をシンプルにした自作教
材づくりをする理由 
単元はじめの課題（問題）や節の始めの課題（問
題）は、どの教科書でも文章問題が登場する。文章
問題に苦手意識を持っている生徒は意外に多いので、
指導に苦労することもたびたびある。 
 そこで方策としては、その課題が教科書に載って
いる意味や理由を理解し、教科書の教材より易しく、
よりシンプルな課題（問題）に作り直すことである。
もちろん教科書教材そのままの課題（問題）で授業
ができることも大切ではあるが、教材研究のやり方
を示すということで、課題（問題）の作り替えの指
導をした。 
4.5.2 単元はじめの文章題をシンプルにした自作教材
づくりの実際 
 
資料９ 履修学生に与えた課題２ 
課題２に対して、履修学生全員が、教科書教材と
同じように、「買い物」に関する問題を作成した。「買
い物」は生徒にとって日常経験していることなので、
教材として提示してもそれほど抵抗なく受け入れら
れる教材である。そのうち２名は、遠足や林間学校
に持って行くおやつという設定で作問した。意図と
しては、生徒の興味関心を引く教材を用意したとい
えるだろう。 
 以下に、学生が作成した問題を載せる。 
資料 10 課題２に対する履修学生の自作問題例１ 
林間学校のおやつは予算が５００円です。ちょうど５００
円になるように、３０円の「うまい棒」と１３０円の「じゃ
がりこ」を合わせて１０個買いました。「うまい棒」と「じ
ゃがりこ」はそれぞれ何個買いましたか。 
 
資料 11 課題２に対する履修学生の自作問題例２ 
１つ１０円のあめと２０円のチョコがあります。 
これらを合わせて７個買ったとき 
代金は１２０円になりました。  
あめとチョコはそれぞれ何個買ったでしょう。 
 
資料 12 履修学生の自作問題例への担当教員の解説 
 
履修学生の作成した自作問題では、上記のような
文章による問題提示しか得られなかったので、黒板
に次のような「スイカ」と「リンゴ」のイラスト図
（資料 13）を描いて、イラスト図を用いた問題提示
の仕方について説明した。問題を視覚化すると文章
で提示するよりも、分かりやすくなる。求めるもの
をスイカとリンゴの値段に変更した理由は、スイカ
とリンゴのイラスト図を描くには、買ったスイカと
リンゴの個数が決まっていないと図示できないから
である。 
 
資料 13 イラスト図を用いた問題提示例 
 
 
 
 
１６００円 
 
 
 
 
   
 １３００円 
      
 
スイカ 1 個、リンゴ 1 個の値段を求めなさい。 
 教科書ア中学数学 2年 45 ページ「連立方程式の利用」の
教材を使わないで、＜自作問題＞をつくって、指導すること
にしました。あなたは、どのような＜自作問題＞をつくりま
すか。 
 ＜自作問題＞は図やイラストで提示しても、言葉で提示し
ても、その両方でもよいこととします。教科書の著者が教材
として掲載した目的が達成されしかも、易しくて、シンプル
な問題を自作してください。 
教科書ア中学数学 2 年 
2 章「連立方程式」２節「連立方程式の利用」45 ページの問題 
 1 本 170 円のバラと 1 本 120 円のガーベラを合わせて 10 本買い、
代金がちょうど 1500 円の花束を作ってもらおうと思います。 
バラとガーベラはそれぞれ何本になるでしょうか。 
履修学生の自作問題例２のよさは、立式しやすいように、
問題文を分けて提示したところにある。自作問題例１と比べ
て、自作問題例２の方が断然立式しやすい。生徒のことをよ
く理解した上での問題提示で優れている。また、教師が指導
するときも、「合わせて７個買った」、「代金は１２０円」に
着目させて、連立方程式をつくらせることが容易になるとい
うメリットがある。指導が容易になるのである。 
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このように、文章を立式しやすいように分けて提
示したりイラスト図で提示したりするなど少しの工
夫で、生徒の理解が促進されることを指導し、教材
研究のスキルアップを図った。 
 
4.6 手作り教具の実際 
4.6.1 手作り教具をつくる理由 
今までは、教科書教材について改変補充あるいは
新しく教材を作成した具体例について述べた。教材
は図やイラストのように視覚化できると、生徒の興
味関心を引き出し理解の促進に役立つ。 
ここでは手作り教具を作成することの良さについ
て、履修学生の作品（手作り教具）を提示しながら
具体的に述べる。 
教科書教材の図やイラストは動かすことができな
い。人でいえば歩いているところ、自動車でいえば
走っているところは生徒が想像力を働かせて思い描
く必要がある。この教科書の欠点を補うために、教
具が必要となる。教具を使えば、人や自動車を黒板
上で動かして見せることができる。 
4.6.2 手作り教具の実際 
 資料 15 は、課題３（資料 14）に対して教科書教材
を指導するために履修学生がつくった手作り教具の
一例である。 
自動車のイラストは正の数、負の数の乗法のとき
に使用し、男性、女性のイラストは正の数、負の数
の加法の導入時に使う教具である。実際に、自動車
や人のイラストを数直線上で動かして正の数、負の
数の計算方法を指導できるので、生徒の理解を促進
するのに役立つ。 
 
 
 
  
 
 
4.7 教科書教材の取り扱い方 
教科書教材の取り扱い方には次の３つある。 
 ①教科書の教材をそのまま使う。 
 ②教科書の教材を改変したり補充したりして使う。 
 ③教科書の教材を使用せずに、差し替えた教材や 
 自作の教材を使う。 
 教材研究で大切なことは、②と③について学生に
指導することである。①については模擬授業を通し
て、個別に教材の理解を深める方法を具体的に指導
する方が効果的である。 
 教科書の問題、例題、課題等を指導するための教具を 1 点
作成してください。 
 また、教具の活用の仕方及び教具を活用することによって、
どのような効果が期待できるかをレポートにまとめて提出し
てください。 
資料 15 課題３に対する履修学生の手作り教具例 
教科書教材 教科書イ中学数学 1 年 
1 章「正の数、負の数」3 節「乗法と除法」３４ページ 
Q 東西にのびる道路があります。いま、O 地点にいる自動
車が東へ向かって時速８０Kｍで走っているとき、次の時刻
には O 地点から何 Km の地点にいるでしょうか。 
（１）いまから 2 時間後 
（２）いまから 2 時間前   
（教科書の図は省略） 
資料 14 履修学生に与えた課題３  
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4.8 模擬授業のための学習指導案について 
 教材研究の結果は、学習指導案、板書計画、ワー
クシートにまとめ、ときには教具を作成し、これら
を使って模擬授業を行うのがよい。 
 はじめて学習指導案を書く学生にとって、詳細に
渡って記載する（学習指導案細案）を書くことは負
担が大きい。教材研究の結果が記述できて、しかも
簡略な学習指導案の形式があればよいと考えて、次
のような「例題等指導用簡略指導案」の形式を考え
た（資料 16）。 
 模擬授業の時間は 1 人７、８分程度。数と式、方
程式、関数、図形などの多くの分野で模擬授業がで
きるよう工夫した。 
 
５ 授業実践での履修学生へのアンケート 
 
5.1 実践事例での履修学生へのアンケートの概要 
 先述した「数学科教材研究１」の第 16 回目（最終
授業時）に受講者を対象にしたアンケートを実施し
た。 
（１）実施年月日：2017 年８月１日 
（２）対象者：全 13 名（３年生６人、４年生７人、
受講者のうち当日出席の者全員、４年生２名の欠席
者有） 
（３）質問項目 
 ①質問１：模擬授業や実際の授業を行う上で、「と
ても重要だと思う」項目を以下に示す 13 項目（資料
17）からすべて選んで記号で回答してください。 
 
 
②質問２：上記 13 項目の選択肢の中から、実際に
模擬授業をするのに、自分で「活用できたもの」を
選び、活用頻度ごとに分類して記号で回答してくだ
さい。４年生は「教育実習ゼミ」での模擬授業や教
育実習での授業を含めて選択してください。 
 α非常に活用したもの 
数学科学習指導案 
（例題等指導用簡略指導案） 
                 氏名         
１ 日 時    年  月  日（  ） 
２ 中学校・高等学校  第  学年 
（使用教科書会社名を入れる） 
３ 第 章 単元名     節名 
  教科書Ｐ○（教科書のページ） 
例題○・たしかめ○・問○の指導 
４ 上記例題・問題等の目標（評価規準） 
目標は１つに絞る   
５ 評価基準 Ａ評価（記入しないでよい） 
  Ｂ評価、Ｃ評価を表形式で記述する 
  Ｃ評価についてはどのように指導するか明記する 
６ 本時の指導過程（ここをよくよく考えて記述する） 
 
 
学習活動 
と内容 
教師の指導 
と留意点 
評価場面 
及び手立て 
導入 枠のみ書いておく 
展開１ 
○分 
ここを詳し
く記入する 
ここを詳しく
記入する 
評価の方法
を記述 
（例）挙手で
確認する等 
展開２ 枠のみ書いておく 
終末 
まとめ
枠のみ書いておく 
＊ 模擬授業は展開１について行うこと 
＊７、８分の模擬授業の中で、「特に重要な発問・指示・
説明」を、２、３個選び、映画や演劇の「セリフ」のよう
に、教師役を演じるあなたが話す通りに書いておくこと 
＊ 生徒の予想される反応を、できれば、記入するとよい 
＊何割の子どもが、目標に到達できたか（到達度）を点検
「評価」する 
＊ 評価方法を記入する  
(例) 問１の（１）ができた人？」と聞き、挙手させる 
＊ Ｃ評価の生徒への対応（手立て）を記入する 
＊ 導入・展開２・終末は記入しないでよい（枠だけ書い
ておくこと） 
＊ 学習指導案のほかに板書計画を別に示すこと 
資料 16 数学科学習指導案（例題等指導用簡略指導案） 
a 本時の目標を明確にすること 
b 評価の基準を明確にして、授業評価をすること 
c 複数の教科書を比べて、生徒の実態にあった指導方法を
工夫すること。 
d 発問や指示を考えること 
e 発問に対して「予想される生徒の反応」を事前に考えて
おくこと 
f 教具を作成すること 
g ワークシートを作成すること 
h 板書計画を作成すること 
i 教科書の例題、問題、課題は自分ですべて事前に解いて、
生徒の誤答例や間違いやすい箇所を事前に調べておくこと 
j 生徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、生徒の
実態に合わせて課題、問題等をより易しい課題、問題に作
りかえたり自作したりすること 
k 学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること 
l 数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例
集、授業記録等から学ぶこと 
m インターネットを活用して必要な資料を検索すること 
資料 17 アンケートの選択項目
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 βある程度活用したもの 
 ③質問３：授業に対する意見や要望があれば書いて
ください（自由記述）。  
 
5.2 実践事例での履修学生へのアンケートの結果 
5.2.1 アンケート結果を考察するための項目分類 
 アンケート結果の考察に活用するために、教材研
究のレベルを次のＡ～Ｃレベルに分類する。 
・A レベルの教材研究： 
多様な教材を用いて行う教材研究、または教師 
 と生徒の問答を予想して行う教材研究  
・B レベルの教材研究： 
  複数の教科書を用いて行う教材研究、または単
一の教科書を用いる場合でも、教科書教材を改変
等して行う教材研究 
・C レベルの教材研究： 
単一の教科書を用いて行う教材研究 
 Ｃレベルの教材研究は、単一の教科書教材をその
まま用いて模擬授業や授業を行うために必要な教材
研究であり、主に「教材に対する理解を深める」こ
とで教材研究が成り立つ。これに対して、Ａレベル
及びＢレベルの教材研究は、教材の改変や複数の教
材から生徒の実態に合った教材を選択する等の作業
が必要であり、「教材に対する理解を深めたり、視野
を広げたり、教材の価値判断を行う」ことが必要で、
教材研究に関する総合的な力量が要求される。 
本講義・演習では、教材研究に関する総合的な力
を育成するために、Ｃレベル及びＢレベルの教材研
究を実施した。なお、Ａレベルの教材研究について
は、本講義・演習では直接扱っていない。 
 上記の「資料 17 アンケートの選択項目」をＡ～
Ｃレベルに加えて、「教材研究の成果物」に分類する
と次のようになる。  
・Ａレベルの教材研究： 
e 発問に対して「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと 
l 数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集、授業記 
  録等から学ぶこと 
m インターネットを活⽤して必要な資料を検索する 
・Ｂレベルの教材研究： 
 c 複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態にあった指導⽅法を⼯   
  夫すること 
 j ⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、⽣徒の実  
  態に合わせて課題、問題等をより易しい課題、問題に作り 
  かえたり⾃作したりすること 
・Ｃレベルの教材研究： 
a 本時の⽬標を明確にすること 
 b 評価の基準を明確にして、授業評価をすること 
d 発問や指⽰を考えること 
i 教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて、   
 ⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を事前に調べておくこと 
・教材研究の結果としての成果物(表では「成果物）と記載）： 
 f 教具を作成すること 
 g ワークシートを作成すること 
 h 板書計画を作成すること 
 k 学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること 
  
5.2.2 アンケート結果１と考察 
 「アンケート質問１：模擬授業や実際の授業を行
う上で、『とても重要だと思う」項目をすべて選んで
記号で回答してください』」の集計結果。 
「とても重要だと思う」を選んだ学生が多い順に、
項目に①～⑬の番号を付けたものが表 1である。 
 表1を見ると明らかなように、教材研究に関して、
Ｃレベルの教材研究は、表の上位に位置し、Ｂレベ
ルの教材研究はほぼ中間に位置し、Ａレベルの教材
研究は表の下位に位置していることがわかる。 
 本講義では、Ｃレベル及びＢレベルの教材研究が
できることを目標に授業を進め、表 1 からわかるよ
うに、6位 7人（54％）以内に、Ｃレベル及びＢレベ
ルの教材研究の選択項目がすべて入っていることか
ら、教材研究の知識理解に関していえば本講義の目
標は達成できたと考える。特に５位 8人（62％）「生
徒にとって難しい課題、問題等がある場合は生徒の
実態に合わせて、課題、問題等をより易しい問題に
作りかえたり自作したりすること」は、本講義で時
間をかけて指導した項目の 1 つであり、教材を設計
することの大切さが学生に認識されたといえる。 
 さらに詳細に教材研究に関して考察すると、履修
学生が模擬授業や実際の授業を行う上で「とても重
要だと思う」項目で、選択人数が１位の項目は「本
時の目標を明確にすること」12人（92％）で、「目標
の設計」に当たる。また、３位「発問や指示を考え
ること」10 人（77％）は「指導法の設計」に当たり、
５位「生徒にとって難しい課題、問題等がある場合
は生徒の実態に合わせて、課題、問題等をより易し
い問題に作りかえたり自作したりすること」８人
（62％）は「教材の設計」に当たる。次に、４位「評
価の基準を明確にして、授業評価をすること」9 人
（69％）は、「評価の設計」に当たる。これらのこと
より、履修学生は模擬授業や実際の授業を行う上で、
「目標の設計」、「教材及び指導法の設計」、「評価の
設計」がとても重要だと理解したといえる。 
 ４年生と３年生で、開きが大きかった項目につい
て考察する。 
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 ６位の項目で「学習指導案（簡略な学習指導案を
含む）を作成すること」及び「複数の教科書を比べ
て、生徒の実態に合った指導法を工夫すること」が、
ともに４年 2 人（29％）に対して３年 5 人（83％）
で、差が大きく出た。学習指導案については、４年
は教育実習を経験した後に本アンケート調査に回答
していることが関係しているのではないかと推測す
る。というのは、学校現場では研究授業という公開
の授業以外では学習指導案を作成せずに授業を行う
ことが普通なので、３週間の教育実習期間中に学習
指導案を作成せずに授業をした経験から、このよう
な回答になったと思われる。 
 次に、「複数の教科書を比べて、生徒の実態に合っ
た指導法を工夫すること」についてであるが、４年
生がこの項目を選択した人数が少なかった理由は、
教育実習前の時期は教育実習先の学校で使う教科書
1 冊だけで教材研究をすることを許可したことによ
ると思われる。また、教育実習後は３年生に完成度
の高い模擬授業を参観させる目的で、教育実習期間
に教材研究をした内容または学習指導案で４年生に
模擬授業をさせたことにより、複数の教科書を比べ
て教材研究をする良さが伝わらなかったと推測する。 
 12 位の「教具を作成すること」４年 4 人（57％）、
３年 0人（0％）の開きは、４年生は３年の後期から
「教育実習ゼミ」を受講しており、そこで既に模擬
授業の経験があり、実際に自作の教具を使って模擬
授業をしたり他の学生が教具を使った模擬授業を参
観したりしているので、教具の有効性を認識できて
いたことによると考える。他方、3年生が模擬授業を
行ったのは、講義第 11 回からであり、1 人当たり２
回程度の模擬授業で、実際に手作り教具を使用した
学生は数名で、それも、教具としての機能を果たせ
ないものであったために、教具の有効性について認
識できなかったと思われる。 
 このように４年と３年の模擬授業行った経験の差
という課題が浮き彫りになったが、次年度以降は「数
学科教材研究１」を受講する学生は、ほぼ３年生に
限定されるので、この課題は今年度に限っての課題
であり、特に対応する必要はないと考える。 
質問項⽬ 4 年 3 年 計 
①本時の⽬標を明確にすること（Cレベル）          ７ ５ １２ 
②板書計画を作成すること（成果物）                ５ ６ １１ 
③発問や指⽰を考えること（Cレベル）              ５ ５ １０ 
④評価の基準を明確にして、授業評価をすること（Cレベル）   ４ ５ ９ 
⑤⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は⽣徒の実態に合わせて、課題、問題等をより易しい問題に作りかえた
り⾃作したりすること（Bレベル） 
  ３ ５ ８ 
⑥教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を事前に調べておくこと（C
レベル） 
  ３ ４ ７ 
⑥ワークシートを作成すること（成果物）               ３ ４ ７ 
⑥学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること（成果物）   ２ ５ ７ 
⑥複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態に合った指導法を⼯夫すること（Bレベル）   ２ ５ ７ 
⑩発問に対して「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと（Aレベル）   ２ ４ ６ 
⑪数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集・授業記録等から学ぶこと（Aレベル）   ２ ３ ５ 
⑫教具を作成すること（成果物）                          ４ ０ ４ 
⑬インターネットを活⽤して必要な資料を検索すること（Aレベル）   １ １ ２ 
計 ４３ ５２ ９５ 
表１ アンケート結果１ 
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5.2.3 アンケート結果２と考察 
 「アンケート質問２：上記１３項目の選択肢の中
から、実際に模擬授業をするのに、自分で『活用で
きたもの』を選び、活用頻度ごとに分類して記号で
回答してください。４年生は『教育実習ゼミ』での
模擬授業や教育実習での授業を含めて選択してくだ
さい」のうち、「α非常に活用したもの」の集計結果。 
「α非常に活用したもの」を選んだ学生が多い順
に、項目に1～13の番号を付けたものが表2である。 
履修学生に、模擬授業をするのに非常に活用した
項目を選択させた結果、教材研究に関しては、Cレベ
ルの教材研究の項目は、1位「本時の目標を明確にす
ること（目標の設計）」10 人（77％）、2 位「発問や
指示を考えること（指導法の設計）」9 人（69％）、6
位「評価の基準を明確にして、授業評価をすること
（評価の設計）」5人（38％）、10 位「教科書の例題、
問題、課題は自分ですべて事前に解いて、生徒の誤
答例や間違いやすい箇所を事前に調べておくこと
（教材の設計）」3人（23％）であった。 
目標の設計と指導法の設計については頻繁に行っ
たことがわかる。それに比べると、評価の設計の大
切さが学生に伝わらなかったのには、２つのことが
考えられる。１つは、模擬授業では学生が生徒役を
しているので、評価場面の模擬授業がそもそも成立
しないこと。もう１つは、目標の設計や教材及び指
導法の設計なくしては学習指導案を作成できないが、
評価の設計がなくても学習指導案を作ることが可能
だからと考えられる。これは、単に学生だけの問題
ではなく、拙著１）でも述べたように現職の教員でも
授業評価（評価の設計）につては多くの課題があり
軽んじられる傾向にある。 
なお、10 位「教科書の例題、問題、課題は自分で
すべて事前に解いて、生徒の誤答例や間違いやすい
箇所を事前に調べておくこと（教材の設計）」3 人
（23％）については、後で考察する。 
Ｂレベルの教材研究に関しては、ともに 11 位 2人
（15％）であり、残念な結果になった。これらにつ
いても、次に検討する。 
表 2 で下位の項目は、10 位～13 位で、「教科書の
例題、問題、課題は自分ですべて事前に解いて、生
 質問項⽬ 4 年 3 年 計 
１ ①本時の⽬標を明確にすること （Cレベル）           ５    ５  10 
２ ②板書計画を作成すること（成果物）                     ５    ４  ９ 
２ ③発問や指⽰を考えること（Cレベル）                  ４    ５  ９ 
４ ⑥学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること（成果物）     ４    ３  ７ 
５ ⑥ワークシートを作成すること（成果物）                ４    ２  ６ 
６ ④評価の基準を明確にして、授業評価をすること（Cレベル）    ３    ２  ５ 
６ ⑬インターネットを活⽤して、必要な資料を検索すること（Aレベル）    ２    ３  ５ 
８ ⑪数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集・授業記録等から学ぶこと（Aレベル）    ０    ４  ４ 
８ ⑫教具を作成すること（成果物）                            ３    １  ４ 
10 ⑥教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて、⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を、事前
に調べておくこと（Cレベル） 
   １    ２  ３ 
11 ⑤⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、⽣徒の実態に合わせて 課題、問題等をより易し問題
に作りかえたり⾃作したりすること（Bレベル） 
   ０   ２  ２ 
11 ⑥複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態に合った指導法を⼯夫すること（Bレベル）    ０    ２  ２ 
13 ⑩発問に対して、「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと（Aレベル）    ０    １  １ 
 計   31   36  67 
表２ アンケート結果２ 
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徒の誤答例や間違いやすい箇所を、事前に調べてお
くこと（教材の設計・Ｃレベル）」3 人（23％）、「生
徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、生徒
の実態に合わせて課題、問題等をより易しい問題に
作りかえたり自作したりすること（教材の設計・Ｂ
レベル）」2 人（15％）、「複数の教科書を比べて、生
徒の実態に合った指導法を工夫すること（指導法の
設計・Ｂレベル）」2人（15％）、「発問に対して、『予
想される生徒の反応』を事前に考えておくこと（指
導法の設計・Ａレベル）」1人（8％）であった。 
これらは教材研究の中では、手間暇がかかる作業
を必要とする。教材研究が主に学校外（家庭等）で
行われることを考慮すると、教材研究のために十分
な時間確保が難しい状況であれば、頻繁に活用でき
なかったとしても、残念な結果ではあるが、仕方が
ない面もある。これらについては改めて、アンケー
ト結果３を踏まえて考察する。 
5.2.4 アンケート結果３と考察 
 「アンケート質問２：上記１３項目の選択肢の中
から、実際に模擬授業をするのに、自分で『活用で
きたもの』を選び、活用頻度ごとに分類して記号で
回答してください。４年生は「教育実習ゼミ」での
模擬授業や教育実習での授業を含めて選択してくだ
さい」のうち、「α非常に活用したもの」と「βある
程度活用したもの」の合計の人数の集計結果。 
「α＋β」の人数の多い順に、項目に⑴～⒀の番
号を付けて表にしたものが表３である。 
 以下、教材研究に関して考察する。 
 C レベルの教材研究の実践に関しては、1位「発問
や指示を考えること（C レベル）」13 人（100％）、2
位「本時の目標を明確にすること（Cレベル）」12 人
（92％）、5 位「教科書の例題、問題、課題は自分で
すべて事前に解いて、生徒の誤答例や間違いやすい
箇所を事前に調べておくこと（Cレベル）」9人（69％）、
8位「評価の基準を明確にして、授業評価をすること 
（C レベル）」 7 人（54％）。このことより、Ｃレベ
  質問項⽬ 4 年 3 年 計 
⑴ ２ ③発問や指⽰を考えること（C レベル）                       ７ ６ 13 
⑵ １ ①本時の⽬標を明確にすること（C レベル）                   ７ ５ 12 
⑶ ２ ②板書計画を作成すること（成果物）                         ５ ６ 11 
⑷ ４ ⑥学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること（成果物）                           ６ ４ 10 
⑸ ５ ⑥ワークシートを作成すること（成果物）                   ４ ５ ９ 
⑸ 10 ⑥教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて、⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を事
前に調べておくこと（C レベル）                         
５ ４ ９ 
 
⑺ ６ ⑬ インターネットを活⽤して、必要な資料を検索すること（A レベル）                    ３ ５ ８ 
⑻ ６ ④評価の基準を明確にして、授業評価をすること（C レベル）   ４ ３ ７ 
⑻ 11 ④⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、⽣徒の実態に合わせて課題、問題等をより易し
い問題に作りかえたり⾃作したりすること 
（B レベル）                           
４ ３ ７ 
 
⑻ 13 ⑩発問に対して「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと 
（A レベル）                    
３ ４ ７ 
⑾ ８ ⑪数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集・授業記録等から学ぶこと（A レベル） ２ ４ ６ 
 
⑾ ８ ⑫ 教具を作成すること（成果物）                          ４ ２ ６ 
⒀ 11 ⑥複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態に合った指導法を⼯夫すること 
（B レベル）    
０ ４ ４ 
  計 ５４ ５５ １０９ 
 
表３ アンケート結果３ 
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ルの教材研究である４項目のすべてにおいて、過半
数の生徒が「ある程度」ではあるが、学習指導案作
成に活用していることがわかる。したがって、本講
義・演習が教材研究の実践に関して、十分とは言え
ないまでも、一定の成果が得られたと考える。 
 B レベルの教材研究に関しては、8位「生徒にとっ
て難しい課題、問題等がある場合は、生徒の実態に
合わせて課題、問題等をより易しい問題に作りかえ
たり自作したりすること（教材の設計）」 7人（54％） 
と 13 位「複数の教科書を比べて、生徒の実態に合っ
た指導法を工夫すること（指導法の設計）」4人（31％）
であった。 
 次に、「α非常に活用したもの」に「βある程度活
用したもの」を加えて集計してみると、順位が大き
く変動した項目がいくつかあることが分かる。これ
らの項目のうち、「α」だけのときよりも「α＋β」
の方が、順位が上昇した項目について考察する。 
 これらは、頻繁に活用はできなかったが、「ある程
度活用」できた項目である。具体的には、５位「教
科書の例題、問題、課題は自分ですべて事前に解い
て、生徒の誤答例や間違いやすい箇所を事前に調べ
ておくこと」9 人（69％）、８位「生徒にとって難し
い課題、問題等がある場合は、生徒の実態に合わせ
て課題、問題等をより易しい問題に作りかえたり自
作したりすること 」、同じく８位「発問に対して『予
想される生徒の反応』を事前に考えておくこと」7
人（54％）である。模擬授業のやり方であるが、次
週に模擬授業を行う学生を指名し、模擬授業する教
科書のページを指示する。指名された学生は 1 週間
で教材研究を行い、それを学習指導案、板書計画に
まとめ、ときにはワークシートや教具を作成して模
擬授業に臨む。教材研究は主に学校外（家庭等）で
行われるので、時間のかかる教材研究はどうしても
手が回らないという結果になる。このようなわけで、
上記の項目については、「非常に活用」ではなく、「あ
る程度活用」にとどまったと考えられる。 
 13 位「複数の教科書を比べて、生徒の実態に合っ
た指導法を工夫すること」は、4年 0人（0％）、3年
4人（６７％）で、非常に差が出た。これは、前述し
た理由のほかに、現４年生が、3年後期～4年前期で
受講した「教育実習ゼミ」では単一の教科書で模擬
授業を行っていることが大きな影響を与えていると
考えられる。一方 3 年生は、今までほとんど模擬授
業の経験がなく、「数学科教材研究１」ではじめて教
材研究の方法を学び模擬授業を行ったので、自然と
複数の教科書で教材研究を行うことができたと考え
られる。 
学校現場でも教科書教材をそのまま使って授業を
することがほとんどで、他の教科書と比較して教材
研究をしたり、自作教材を使って授業したりするこ
とはまれである。これは、教員の多忙化が大きく影
響していると思われる。であれば、学生のときにＢ
レベルの教材研究のスキルをしっかり学ぶことは意
義があると考える。 
5.2.5 アンケート結果４と考察 
「アンケート質問３：授業に対する意見や要望が
あれば書いてください（自由記述）」に対する回答は
表４の通りである。 
 これを受けて筆者らの意見と考察は次の通りであ
る。後期開講の「数学科教材研究２」では、履修学
生の希望にあわせて、模擬授業の回数を多くしてい
きたい。またワークシートの作成の仕方、評価の仕
方、学習指導案や板書計画の書き方についても取り
上げて指導したい。 
 「実際の授業を行っているビデオ等を視聴したか
った」という意見を取り入れることは難しいので、
実際の授業を参観できる機会をつくりたいと考えて
いる。 
 「模擬授業を進めるうえで生徒の基準を決める」
という意見については、先生役の学生が模擬授業で
発問をしても、生徒役の学生が無反応な場合が多い
ので改善が必要という意見であると思われる。 
筆者らも同じことを考えており、今後は、生徒役
の学生を以下のように分けて模擬授業を実施したい
と考えている。 
【4 年⽣の意⾒】 
・実際に模擬授業をやってみること。やってみてはじめて教科書の説明
では分かりづらいと気づくことが多かった。 
・模擬授業を進めるうえで⽣徒の基準を決める。  
 【4 年⽣の要望】 
・教育実習ゼミのように模擬授業を多くした⽅が良いと思う。 
・先⽣の授業を⾒せて、板書や⾔葉の使い⽅を教えた⽅が良いと思う。 
・教育実習でやるであろう範囲を模擬授業でやってみるとよい。 
 【3 年⽣の意⾒】  
・模擬授業をたくさん⾒られることと模擬授業をたくさん⾏うことがで
きることがとてもよかった。 
・学習指導案や板書計画をしっかり作りたい。 
 【3 年⽣の要望】 
・ワークシートの作成のポイントや評価についてもう少し詳しく学習し
てみたかった。 
・実際の授業を⾏っているビデオ等を視聴したかった。 
表４ アンケート結果４
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中学校、高等学校の教室での生徒を模して、生徒
役を「学力の高い生徒役」、「学力が普通の生徒役」、
「学力が低い生徒役」の３グループに分けたい。「学
力の高い生徒役」は少人数で、発問に対して挙手を
して積極的に授業に参加するグループ。「学力が普通
の生徒役」は多人数で、挙手はしないが指名されれ
ばある程度は答えられるグループ。「学力が低い生徒
役」は難しいので教員が行うこととし、現在学習し
ている事柄については理解が困難な面があるが、正
負の数の四則演算や文字式の計算等既習の事項につ
いてはある程度できるので易しい発問には答えられ
るという設定で実施したい。 
このように生徒役を３グループに分けることによ
って、実際の教室での生徒の実態に近い形で模擬授
業をすることが可能になると考える。 
 
６ まとめと今後の課題 
 
著者らは教員を目指す学生の「授業力」を形成し
向上させるための方策を、「授業をデザインする力」
と「授業を展開する力」に分け、インストラクショ
ナルデザイン理論に基づいて検討している。本稿で
は、その中の「授業をデザインする力」に大きく寄
与する「教材研究」に焦点をあて、その効果的な「教
材研究」のあり方について、本学における講義・演
習「数学科教材研究１」での授業実践を具体的に示
し、考察を行った。 
実践事例では、履修学生が教材研究の必要性を実
感することに始まり、教材研究（目標の設計、評価
の設計、教材の設計）の基本的なスキルを理解し、
そして簡略な学習指導案、板書計画づくりにおいて
活用できるようになったことが確認できた。 
また、半期の講義終了時に履修学生に対して行っ
たアンケートの結果から、模擬授業は回数を多く行
うほど、授業力向上に高い効果があり、授業者の課
題や改善点を把握するためには、模擬授業は 8～10
分程度実施する必要があることが分かった。 
学習指導案の検討については、これが授業力の向
上に効果があるものの、やり方をさらに工夫する必
要があることが分かった。 
履修学生自身が「教具の作成に関すること」、「複
数の教科書を比べて、生徒の実態に合った指導法を
工夫すること」について十分には修得できていない
と評価しており、この点について課題があることが
明確になった。これらの点においてはさらなる工夫
を凝らし、今後も授業実践に取り組んでいきたい。 
これまで述べてきたように「数学科教材研究１」
では、「授業をデザインする力」の形成に寄与する講
義・演習を行ってきたが、この後実施される予定の
「数学科教材研究２」では、これまで培ってきた「授
業をデザインする力」を「授業を展開する力」に繋
げていくべく、主に発問や指示の工夫、教具やワー
クシートの作成の仕方、２種類の教科書教材の比較
検討、効果的な小テストの作成方法、板書の仕方、
授業の中での評価場面の設定の仕方等について扱う
ことで、履修学生の授業力の向上を目指した取り組
みを計画している。 
なお、学習指導案については、最終的に、簡略な
学習指導案だけではなく、学習指導案細案が作成で
きるよう取り組みたい。 
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